
テーマ設定→課題研究→発表資料への落とし込みの

プロセスでの苦労した点や工夫点について

海外核廃絶教育プログラムを

利用した探究活動

SGHネットワーク参加校

私立創価高等学校



創価高校の2020全国フォーラム参加者

•平和に貢献する世界市民育成プログラム

•２・３年生希望者選抜クラスの生徒１６名

•核廃絶問題をテーマにした探究活動

→この代表２名



発表までのプロセスにおける課題

テーマ設定

•海外のプログラ
ムを活用し、比
較的円滑

課題研究

• 具体的な提案

にして、達成

感を持たせる

発表資料への

落とし込み

• テーマ設定で使

用した英語資料

を活用し、比較

的円滑



テーマ設定と英語による発表の円滑さ

•海外の大学が提供するプログラムを活用

•核兵器廃絶教育プログラムCIF（クリティカイシューズフォーラム）

• アメリカ・ミドルベリー大学院モントレー校（MIIS)

•英語教材を使用して、日本語で講義・ディスカッションを行う

→資料・用語＝英語 思考＝日本語



• 根源的・複雑な「答えのない課題」→
批判的、論理的な思考力を使って、多角的に深掘り

• 日本だけの視点に偏らない、多様な視点の獲得
• 「母語以上には批判的・分析的に思考する事はできない」
• 資料が英語であったため、発表の英語化のつまづき減

分野：国際関係論、政治学、歴史学、物理・化学...



具体的な提案にして、達成感を持たせる

• 平和という、根源的な問いをテーマにした

• 高校生の探究の課題解決

ビジネスや社会福祉課題 高校生でもすぐに実現可能で
目に見える課題解決につなげやすい

平和に関する課題 解決に結びつく事はほぼない

達成感がなく、場合によっては無力感を感じさせる

批判的・論理的に考えた内容を人に伝え、伝播させていくかにフォーカス

→ 核廃絶教育の出前授業



生徒作成の指導案

中学生への
アンケート分析



まとめ

•海外の教材を使うことにより、批判的思考が高まり、英語

発表への落とし込みがスムーズに

•核廃絶などの「根源的な課題」では課題解決策の実現が

困難なため、人に伝えることで対応


